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SM耐 性鳥型結核菌 より抽出せ る核酸の遺伝学的および生化学的研究
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R.M.Drewi)は 肺炎 双球菌R型 菌 か らS型 菌 に型変換

をさせ うる活性 を有す るDNAにX線 照射 を行つて,そ

の活性 を減弱 させた。 また生理的食塩水溶液 中のDNA

はX線 照射 によ り活性消失 が見 られ るが,チ ステ ィン溶

液 中で はX線 の作用が阻止 され ることを報告 してい る。

Limperos&Mosher2)は チオ尿素 あるい はアス コ

ルビン酸溶液 中で はDNAにX線 照射 して もDNAの 活性

の低下が見 られ なかつ た。

そこで著者 はSM耐 性鳥型結核菌 よ り抽出 した核酸に

X線 照射 を施 し,そ の活性の減弱ない し消失 状況 を検討

し併せて前記3物 質 と還元 作用 を有す る2～3種 の物質

の溶液中 にお けるDNAに 対す るX線 照射効果 の有無 を

検 したので ここに報告 す る。

実 験 方 法

使用菌株 は鳥型結核菌獣 調株 を用い,休 止菌 を第1報

5)の 場合 と同様 に作成 した。

休止菌 をGlasshomogenizerに て均等化 し,等 調燐酸

緩衝液(pH7.4)でMacFalandNo.1の 比濁度 に稀釈

した菌浮遊液 を作 る。

実験1(抽 出核酸 の活性 に及 ぼすX線 照射 の影響)

100γ/60の割 にDNAに 生理的食塩水溶液 を作成す る。

X線 照射 法。

(1)DNA100γ を生理的食塩水1coに 溶解 し,菌 液

1cCを 加 え る。

(2)DNA100γ を生理的食塩水1ccに 溶解 した後8

万 レン トゲ ン単位照射後菌液1ccを 加 え る。

(3)DNA100γ を生理的食塩水1ccに 溶解 した後16

万 レン トゲ ン単位照射後菌液1ccを 加 え る。

(4),生 理 的食塩水1ccに 菌液1ccを 加 える。以上4種

の菌液 に上記操作 を加 えた後,370C,20時 間感作後,D

NAを 等調燐酸緩衝液 で洗瀞 除去 し,SM含 有Sauton

培地 に前報5)と 同様約4000個 の菌 を接種 した。37℃,7

日後 の菌 の生 え方 の差異 を表1に 示す。

表1X線 照射 に よるDNA活 性の変化

卅試 験管全 面に広が り壁 に生え上つた もの,廾 全 面に生えた もの,+1部 分に生 えれ もの,± かすかに生 えた もの

その結果抽出核酸の活性は感性 菌 をSM0.25γ/ccま で

耐性 を上昇 させ ることが可能 であ るが,こ の活性 はX線

照射に よ り顕著に抑制 され るのは表 の如 くであつて,8

万 レントゲ ン単位照射群 よ りも16万 レントゲ ン照射 群の

方が抑制が強い。

実験II(各 種溶液中 にお けるDNAに 対す る16万 レント

ゲ ン単位照射 の影響)

R.M.Drew1)の 方法に したがつて,チ オ硫 酸 ソーダ,

チステ ィン,チ オ尿素,ア ス コル ビン酸,グ ノレタチオ ン,

過酸化水素の それ ぞれ0.043mdの 無菌溶液 を作 り,そ の

おのおのにDNAを100γ/ccの 割に添加 し,一 方生理的

食塩 水にDNAを100γ/6cの 割 に添加 し,そ れ ぞれに16

万 レン トゲ ン単位照射 した後,等 調燐酸緩衝液(pH7・4)

でDNAを 洗源除去 し,前 述 のよ うに菌液1ccず つを加

え,対 照 としてX線 照射 をしないDNA感 作菌群 と,休

止菌群 を作 つた。 これ ら菌群 をSM耐 性培地 に培養 した

ところ表2に 示す結果 を得 た。

今回抽出せ るDNAに よ り感性 菌はSM0.25γ/ccま

で耐性が上昇 し試験管5本 全部菌 が増 殖 し,対 照 の休止

菌群 は全 く菌 の増 殖が見 られなか つた。す なわちこのD

NA活 性は生理的食塩水溶液 中で は,16万 レソ トゲ ン単

位照射 で全 く消失 す るが,グ ル タチオ ン,チ オ硫酸 ソー

ダ,チ オ尿素,チ ステ ィン溶液 中ではDNA活 性 も相 当

よ く保 たれて,X線 照射効果 を阻止す る作用 は前記溶液

の順 序に強弱の差 があつた。アス コル ビン酸,過 酸化水

素 には阻止作 用が認 め られなか つた。
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表2各 種 溶液 中におけ るDNAに 対す る16万 レン トゲ ン単位照 射の影響

表3各 種溶液 中におけ るDNAに 対 す る8万 レソ トゲ ン単位 照射 の影響

実験III

さらに菌の増殖が見 え易いために,レ ン トゲ ン単位 を

半 減 し,SM濃 度 を半 減 した実験 を繰返 えし表3に 示す

結果 を得た。

すなわ ち8万 レントゲ ン単位照射,SM0.062γ/66含

有培地で もX線 効果 の阻止作 用は,同 じで,グ ル タチオ

ン,チ オ硫酸 ソーダ,チ オ尿素,チ ステ ィンの順で あ り,

ア スコル ビン酸 と過酸化 水素 には16万 レン トゲ ン単位照

射 した場 合 と同様全 く阻止作 用は認 め られなかつた。

考 察

実験1に よつて,X-Rayは8万 レン トゲ ン単位 で抽出

核酸 を不活性化 し,そ れのSM耐 性 化す る能 力を失 わ し

め ることが判 つた。現在 の放射線生物学 の成果 によ ると

放射線 の作 用は基本的 は2つ の作用が あ るとい う。1つ

は広い意味で細胞 に対 し刺戟 または障害 をして作用す る

よ うな分子,例 えばH202,HO2の 如 き分子が新たに作

られ ること,他 の1つ は酵素,遺 伝 子(核 酸)の 如 き重

要 な分 子が破 壊 され ることであ る。

私 が行 つた抽 出核酸 の不活性化 が このいずれの作 用に

よ るか,す なわ ちX-Rayに よつて核酸 を不活性化 す る

よ うな物質(例 えばH202)が 生 じたためであ るか,あ

るいは抽出核酸 その ものをX-Rayが 破 壊 したためであ

るのか を検討 す るため,実 験IIを 行 つた。実験 の部分 に

述べ た如 く,X-Rayに よ る抽 出核酸 の不活性化 はグル タ

チオ ン,チ オ硫酸 ソーダ,チ オ尿素,チ ステ ィソによつ

て抑 制 され,不 活性化 をまぬか れ ることを示 した。 しか

もその抑制作 用は上述 の順 に弱 くなつてい るのが見 られ

る。 また アスコレビン酸,過 酸化 水素 には全 くこの抑制

作用 はみ られ ない。
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したが つて この抑制作用 は還元作用 による ら し い こ

と,し か も一SH基 を持 つてい ることに関係があ ることが

分 る・ さらにこの場合 のX-Rayに よる抽出核酸の不活

性化 は,X-Rayが 直接DNA核 酸 の破壊に よるためでは

な く・X-Rayに よつて生 じた酸化作 用 を持つ物質 に よる

ことが分 る。換 言すれば この酸化作 用が上述 の諸物質 の

酸化 に利 用 されてDNA核 酸 の酸化 はまぬかれ るらしい

ことが推察 され る。

実際X-RayはH2Oを 分解 してOH,O2H,H2O2等

とす る作用が あ り,こ れがか な りの酸化力 を持 つ ことが

Weiss4)に よつて明 らか にせ られ,ま たこの酸化作用 は,

被酸化物質 にかな り依存 し,-SH基 を もつ た ものが酸化

され や す い と報 告 され て い る(Barron et alI)5)こ とか ら

考 え て,上 の実 験 事 実 と全 く符 合 す るよ うに思 わ れ る。
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